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ヘンリー・ダイアーと日本の工学（２）
その後の東京大学工学部

学術俯瞰講義

橋本毅彦（総合文化・科学技術史）



遠山茂樹、安達淑子『近代日本政治史必携』
岩波書店、1961、p.10（左）、p.18（右）

＊

＊



出典：東京大学百年史 部局史三

＊
東京大学百年史編集委員会編集『東京大學百年史 : 部局史3 工学部』東京大学、1987、p.16



＊
東京大学百年史編集委員会編集『東京大學百年史 : 部局史3 工学部』東京大学、1987、p.17



新技術の登場と大学への影響

 電力体系、無線通信、航空機、コンピュータ、電
子工学、石油化学、原子力、バイオ

 航空機（飛行船＋飛行機）の誕生

 １９０３ 飛行機の発明

 １９０８ ライト兄弟の実演飛行

 大学に航空関連の学科・プログラムが設置

 ＭＩＴ、ゲッチンゲン大学、インペリアル・カレッジ



航空学科と航空研究所の設立

 1916 航空学調査委員会

 1918 航空研究所、創設

 1920 航空学科、授業開始

 1923 関東大震災によって越中島の航空研究
所壊滅

 航空研究所、駒場へ移転



航空研究所の構成

 物理部

 化学部

 冶金部

 材料部

 風洞部、プロペラ部

 発動機部

 飛行機部、構造振動部

 測器部

 航空心理部

航空学会誌抄録の部門構成

011一般
012翼
013風洞、水槽実験
021一般
022構造力学
023振動
031性能
032安定
033運動性
041設計理論
042構造及諸元
043工作

新 飛 行 機
飛 行 船
滑空機、筋肉飛行
プ ロ ペ ラ

091力学
092熱力学
093流体力学
094諸元、構造、工作
101材料及材料試験
102冶金

化 学
計 測 器
艤 装 、 兵 器
電 気
気 象
操 縦 、 航 法
心 理
医 学
交通、航空路設備
法 規
特 許

流 体 力 学

弾 性 力 学

飛 行 動 力 学

飛 行 機 設 計

発 動 機

材 料



風洞の建設

 第一次世界大戦後にド
イツの技術者、ヴィー
ゼルスベルガーが来日

 Ｗはゲッチンゲン大学
で風洞実験の担当

 ＷがＧの風洞を基に設
計

 海軍の技術廠や航空
研究所にも建設
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単位：

千円・ドル 航空研究所年度予算の推移

黒のグラフが円換算、灰色のグラフがドル換算の額を表す。出典：橋本毅彦『飛行機の誕生と空気力学の形成』
東京大学出版会、2012年、251ページ。以下のデータを元に作成。東京大学百年史編集委員会編『東京大学百年史
資料編』第三巻（東京大学出版会、1986年）、565-570頁。山澤逸平・山本有造『貿易と国際収支』（『長期経済
統計』第14巻）（東洋経済新報社、1979年）256頁、第26表「外国為替レート、1874-1941年」。



航研機の開発

 1938年5月

 無着陸長距離飛行記
録を樹立

航研機
出典：東京大学学術大観より

東京帝國大學編『東京帝國大學學術大觀（工學部 航空研究所）』1942、口絵



谷一郎の空気力学研究

谷一郎卒論の1ページ谷一郎

＊

＊
東京大学 工学・情報理工学図書館 工７号館図書室所蔵

橋本毅彦『飛行機の誕生と空気力学の形成 : 国家的研究開発
の起源をもとめて』東京大学出版会、2012年、p.261に掲載



戦後の航空研究所

 敗戦とともに閉鎖

 理工学研究所 (1946-58)
 航空研究所 (1958-64)
 宇宙航空研究所 (1964-81）

文部省宇宙科学研究所に

 境界領域研究施設 (1981-87)
 先端科学技術研究センター (1987- )



第二工学部と生産技術研究所

 1942年設立

 10学科：土木工学、機械

工学、船舶工学、航空機
体学、航空原動機学、造
兵学、電気工学、建築学
、応用化学、冶金学

 共通教室：応用力学、応
用数学、応用物理学、応
用電気工学、工業分析化
学、放射線工学、化学機
械学

 敗戦とともに、閉鎖
＊

一般財団法人東京大学出版会ウェブサイトより（2014/09/25参照）
http://www.utp.or.jp/bd/978-4-13-066810-1.html



生産技術研究所

 1949 生産技術研究所
発足

 1955 観測ロケットの
研究開発開始

 1962 六本木に移転

 1998 駒場ＩＩ地区に移
転開始

＊東京大学生産技術研究所(IIS)クロニクルより（2014/09/25参照）
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/iis_chronicle/



新学科の設置、学科の統廃合

 マテリアル工学科

 システム創成学科

 精密機械工学科、船舶海洋工学科、システム量子工
学科、地球システム工学科

 環境エネルギーシステム、生体情報システム、シミュ
レーション、知能社会

 情報理工学研究科

 原子力国際専攻

 バイオエンジニアリング専攻

 技術経営戦略専攻



まとめ

 工部省の下での工部大学校として

 帝国大学内の工科大学として

 付属研究所、付置研究所の設置

 戦前の拡張、第二工学部の設立

 戦後への転換

 近年の学科の統廃合



まとめ

 社会の需要・要請に対応する工学

 明治のインフラを建設する

 新技術の登場に対応する

 工学の体系性

 航空工学の場合

 外国との比較

 戦後の日米の理工系大学の比較
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